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実際、 Bwitiにはその原初の形と自されている BwitiDisumbaのほかにも、 BwitiMisoko (医療行為的色彩
が強い)や BwitiFang (キリスト教思想の影響が見られる)など様々な支脈があるが、いずれの宗教行為に





















































れる Bwitiの知は、その生へと向かう力 (pouvoirde la fecondite)を十全に認知され、その知は正義と調和と
結びつくのであり、現代における道徳的教育的意味をもちうるのである。
審査の結果の要旨
Bwitiという宗教を赤道直下アフリカにおいて男性によって行われているという二重の意味で、の特異性に
押し込める従来の見方を脱却し、より普遍的な女性性=母性という観点を前面に押し出し再解釈を施して、
さらにその母性を女性のみならず、男性にも女性にも共通にあるべき属性として捉え、もってアフリカの一
地域の宗教思想のエッセンスをブラックアフリカ全体、ひいては現代の一般的価値へと積極的につなげよう
とする、野心的な論文である。アフリカの一地域宗教に新たな読みの可能性を示し、もって、発展と混乱が
背中合わせのアフリカから現代にむけてひとつの価値観を提示する試みとして、成功していると思われる。
他方、個々の内容面について、いくつかの指摘がなされた。すなわち、古代エジプトまで視野を広げたく
アフリカ文化>の文脈で Bwitiを論じることの必要性および正当性がいまひとつ明確になっていないのでは
ないか、Sagesse，]ustice， Harmonie， Beaute等の用語(概念)による叙述は、それらの概念の内容が独自に定
義されないなら Bwitiを西洋的倫理に落とし込んでしまうのではないか、 Bwitiにおける儀式の実際や語り
の歴史的変遷についての分析が不十分ではないか、 Bwitiの儀式に関する写真等のイメージを掲載すれば読
者の理解をより助けるのではないか、等である。
今後は、以上の指摘に留意しつつ、これまで不十分であった現地調査を重ねて Bwitiの宗教思想と行為を
より具体的な個別相として把握すること、その個別相が現在のガボン社会(ひいては多層的なアフリカの社
会)の状況とどうせめぎ合っているのか、その状況に対して Bwitiはひとつの土地の思想としてどのように
内側から積極的な視点を提供していけるのか、その視点はどのような意味で普遍性へとつながるのか、を問
うていくことになろう。
論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(文学)の学位を受けるに十分な資格を有するも
のと認める。
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